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(1) 市民企画事業補助金とは    
市民企画事業補助金は、市内で活動する非営利団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の

実現のために、自ら企画立案し実施する公益的な事業について、市がその経費の一部を補助するもの

です。この補助金が有効に活用されるよう、補助対象事業は公募とし、厳正な審査を経て決定します。 
 

(2) 補助の内容                
補助対象事業は、以下の３部門に分けて募集し、決定します。応募することができるのはＡ活動支

援部門、Ｂ事業実施部門、C事業連携部門、合わせて１団体１事業です。 

 Ａ 活動支援部門 Ｂ 事業実施部門 C 事業連携部門 

内  容 

既に公益的な活動に取り

組んでいるが、活動基盤が

整っていない団体や、これ

から公益的な活動に取り組

もうとする団体の事業に要

する経費を補助します。 

活動基盤が一定程度整っ

ている市民活動団体が、自

立運営を目標に企画提案す

る事業や、さらなる事業の

発展を見込むことができる

事業の経費の一部を補助し

ます。 

既に主たる事業で自立運営

をしている市民活動団体が、

他の団体（活動分野が異なる

団体※）と協力・連携するこ

とで、さらなる事業の発展を

見込むことができる事業の実

施経費の一部を補助します。 

補助金額 
必要な経費の１０分の１０ 

(千円未満切り捨て、上限 10万円) 

必要な経費の２分の１以内 

(千円未満切り捨て、上限 50 万円) 

必要な経費の３分の２以内 

(千円未満切り捨て、上限 100 万円) 

計画段階

の事業費 ５万円以上 １０万円以上 

補助回数 同一団体２回まで 同一区分における、同一事業に対して３回まで 

※ 活動分野が異なる団体との連携とは、例えば、子育て支援団体と農業支援団体が連携し、互いの長所を活かしな

がらより発展した新たな取組を行うこと等を想定しています。詳細につきましては、協働推進課までお問い合わ

せください。 

(3) 補助事業の採択       
補助対象事業の審査は、事務局（協働推進課）による応募書類の確認、市の担当課及び事務局に

よる書類審査を行う予備評価及び外部委員で構成される「市民企画事業補助金申請事業評価会議」

による評価を基に行います。 

また、応募団体自ら事業の説明を行う「公開プレゼンテーション（『Ｂ 事業実施部門』及び『C 事

業連携部門』）」や、公開プレゼンテーションでの市民からの意見、継続事業については前年度事業

の進捗状況などを参考にします。 

項目は下表のとおりです。 

区分 Ａ 活動支援部門 Ｂ 事業実施部門 C 事業連携部門 

担当課による 

評価 

１．公益性 

２．期待度 

 

１．政策合致性 

２．八王子への貢献度 

３．計画性 

４．自立性 

１．政策合致性 

２．八王子への貢献度 

３．継続性 

４．発展性 

評価会議 

による評価 

１．公益性 

２．期待度 

３．補助金交付の必要性 

１．公益性 

２．計画性 

３．ニーズの高さ 

４．創意工夫 

５．補助金交付の必要性 

１．公益性 

２．計画性 

３．相乗効果 

４．発展・継続性 

５．補助金交付の必要性 

※ この概要は令和 5 年度（2023 年度）交付対象事業についてのものです。最新情報については、市のホ
ームページをご覧ください。 

＜市民企画事業補助金のホームページアドレス＞  

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/001/003/index.html 

 

 

１ 市民企画事業補助金の概要 

 

補助金の概要 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/001/003/index.html
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２ 事業成果報告等の経過  

 

■ 日  時 令和 5 年（2023 年）4 月 8 日（土）  12：00～16：00 

■ 場  所 生涯学習センター（クリエイトホール）11 階 視聴覚室 

■ 参加団体 10 団体 

■ 審査の一環として、B 事業実施部門及び C 事業連携部門に応募した全ての団体が、評価会議委員と

一般市民の方々の前で、プレゼンテーションを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<２>  成果報告会 

■ 日  時 令和 6 年（2024 年）6 月 22 日（土）  13：00～16：00 

■ 場  所 生涯学習センター（クリエイトホール）11 階 視聴覚室 

■ 参加団体 9 団体 

■ 令和 5 年度（2023 年度）に補助金を受け実施した事業について、評価会議委員と一般市民の方々

の前で、成果報告を行いました。 

 

 

 

 

  

 

<１>  公開プレゼンテーション 

２ 事業成果報告等の経過 



（単位　円）

区分 回数 事　業　名 補助対象事業費 補助金交付額 補助金確定額

新
インクルーシブ八王子　心理支援と地域連携を
推進する事業

159,830 100,000 100,000

新 多文化のまち八王子 174,476 100,000 100,000

新 シニア食堂の運営 109,571 100,000 100,000

新 自然農法交流事業 140,990 100,000 100,000

584,867 400,000 400,000

新
はちおうじ市民健康大学　－高齢者の健康増進・
ウイメンズヘルス事業－

180,937 130,000 90,000

新 子育てを絵本で豊かに 111,457 54,000 54,000

新 第31回　八王子人形劇まつり 137,363 50,000 50,000

新 ワーカフェ－学びを支え多様性溢れる地域へ 1,114,240 500,000 500,000

②
八王子十五宿めぐり絵図&大久保長安
スタンプラリー

465,161 200,000 200,000

2,009,158 934,000 894,000

2,594,025 1,334,000 1,294,000総計

小計

小計

Ａ
　
活
　
動
　
支
　
援
　
部
　
門

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
施
　
部
　
門

３ 交付事業一覧
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４ 事業成果報告 
 
    （成果報告書・収支決算書） 



5 
 

令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 インクルーシブ八王子 心理支援と地域連携を推進する事業 

団 体 名 心理支援サポート ぴあ 

事 業 費 159,830円 補 助 金 額 100,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
1）1次支援（全ての人）と 2次支援（不調を抱えている人）にアプローチすることで心身の不調を未然に予防し、
早期発見、また悪化を防ぎ自身の持つ資源の中でウェルビーイング（心・身体・社会環境）のバランスを快適に整

える効果が期待できる。 
2）同じ悩みや困難を抱える人と共有することで共感と理解、気づきが生まれ、そこから孤独感、孤立を防ぎ自助
的回復力、レジリエンスが育つことが期待できる。また、心理や福祉の有資格者がファシリテートすることで適切

なアセスメントと必要であれば適切な機関に連携を図ることができ、解決への一助となることが期待できる。 

内容 
1） 心身に不調がない人は予防目的で、不調を抱える人は気づきと改善を目的とした少人数ワークショップ型セミ

ナーの実施（R5は物事の捉え型を意識した認知行動療法と自己発見に注力） 
2） 既に生き辛さや生活に困難を抱えている当事者やその家族を対象としてピアカウンセリングをファシリテー

トする。また、必要であると判断した時には適切な機関と連携をとり支援の充実と前進を図る。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

【ワークショップ】 

1回目 7/9（日）ビジネスラウンジ 802 参加 4（参加費 1）/ 2回目 12/16（土）ビジネスラウンジ 802 参加 5 （参加費 2） 

3回目 1/14（日）支援センター会議室 参加 4（参加費 2）/ 4回目 3/17（日）ビジネスラウンジ 802 参加 5 （参加費 2） 

【ピアカウンセリング】 

1回目 8/6（日）エイトビート会議室 参加 1（参加費 1）/ 2回目 11/12（日）エイトビート会議室 参加 2（参加費 1） 

3回目 2024/2/4（日）エイトビート会議室 参加 1（参加費 1）/ 4回目 2/25（日）エイトビート会議室 参加 2（参加費 1） 

【NPOフェス参加】2023/9/30（土）東京たま未来メッセ カードゲームセッション参加 22名（参加費 0） 

【古本まつり福祉ブース参加】2023/10/7（土）/8（日） 八王子市ユーロード ゲーム参加 6名 相談 5名（参加費 3） 

【連携先訪問】 

八王子市保健対策課→2023/6/19八王子市後援取得 6/20八王子市スポーツ推進課・若者青年課訪問 

7/18・19 若者サポートステーション・若者総合相談センター訪問 7/25・26 はちまるサポート由井・石川・大和田訪問（後日

ピアにお繋ぎいただく）・7/29 八王子いとうクリニック院長と面談連携 

事業の様子または成果がわかる写真① 事業の様子または成果がわかる写真②
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事
業
の
成
果
・
効
果 

【ワークショップ】4～6 名の少人数体制で実施。余裕をもってお互いの FB にしっかり時間が取れたことが良かっ
た。初対面同士緊張の面持ちが ワーク 1、ワーク 2、ワーク 3 と進むにつれ参加者の表情が和やかな笑顔に変化が
見られた。特に価値観を確認するカードゲームは 不動不変の価値観ではなく、今現在の自身が置かれてる環境や状

況の中で大切にしている価値観の可視化となり一回ではなくまた参加したいという感想をいただいた。 
【ピアカウンセリング】引きこもりされている当事者の出席はなかなか難しく 親御さんの参加や他の悩みでの参加

が目立った。それでも市民活動ということでカウンセリングを受けるという意識のハードルが低く体験できたこと、

ご自身の中でグルグルともつれモヤモヤしていたものが言葉で吐き出すことで整理ができるということを体感したと

感想をいただいた。 
希死念慮や自己判断での服薬など受診勧奨もあり、改めてこの活動を他機関と連携しながら進める必要性を感じた。 
【関係機関との連携】これは補助金採択時の必須条件としてもあがっていた項目。 
まずは保健対策課で八王子市に団体活動内容主旨をご理解いただいて後援を取得することができたことが大きい。 

はちまるサポートさん、市の若者青年課をはじめ、八王子市内の心療内科数件等にWSとピアカウのチラシを持参し
てご挨拶まわりと連携の依頼をした。その中でもはちまるサポートさん、いとうクリニックさんからは興味を持って

対応いただき、数名の連携を得ることができた。互いの役割を理解することで今後も相互連携を構築していくことは

活動の意義と活動目的達成への相乗効果が期待できる。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

 

事業の実施によって、期

待した効果をあげること

ができた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができ

た） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

効果を
表す 
指標 

ワークショップ 4回 

ピアカウ 4回 
本年度 
目標値 

WS 4回 

ピアカウ4回 
本年度 
実績値 

WS4回・ピアカウ 4回・イ

ベント 3回 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 
1力を入れようとしていた広報のポスターが意外と周知には向かないことを知り、そこの予算が大きく変動した。 

2団体の仲間が増え各居住地から八王子までの交通費が予算より大きく嵩んだ。また、備品関係も活動していく中で必

要と気づくものもあり頭で考えた予算と実際動くことによる差異が少しあった。 

その他、評価すべき点等 
団体立ち上げ初年度で少人数スタートだったが新しい仲間の加入（特に福祉、医療関係、心理師など有資格者の増加）

は活性化に繋がった。WS、ピア、周知活動、個別相談、プチカードゲームセッションとどの分野も好評いただけたこ

とで自信にもつながった。また、運営費の捻出の仕方のアイデアも出てきたので次年度への意欲となっている。 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

チラシの作成、SNSの活用などこの 1年で慣れてきたことで参加人数に繋がってきた。また各機関との連携も昨年度以上に連絡を

取り合うことで相互連携を深めることに力を入れていく。一番大きな団体運営費の捻出は福祉分野では対象個人からだけで見込む

ことは難しい。そこで R6年からは団体の広く深い周知の効果期待も含めて 市のイベントに積極的に参加して物販や寄付のお願い

にも挑戦する。 

活動内容は WS とピアカウンセリングのテーマを精査しながらプログラムの修正と実践を繰り返し、これまで同様「目の前の一人

を大切に」する活動展開をしていく。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

八王子市民企画事業補助金 100,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（　　WS/ピアカウ等　　　　　　）

WS計4回課金者7名分・ピアカウ4回課金者4名・イベント参加
課金者3名

6,400

4 団体運営費からの繰入金 53,430

5

159,830

1 消耗品費
クーピーペンシル10箱（9876円）エンゲージメントカード（8670
円）画用紙（224円）（仕訳帳参照）プリンターインクカートリッジ
代（6300円）他

42,808

2 印刷製本費 ポスターA2（10362）資料コピー代30枚（300円）他 22,053

3 謝礼・報酬

4 会場借上料・使用料 WS1回目7月9日コワーキングスペースエイトビート（4000円）他 30,625

5 交通費
別添明細書のとおり
（※明細を添付してください）

38,796

6 通信費 WA140ポスト(DMハガキ） 495

7 備品購入費
プロジェクター（15,999円）　吊り下げ名札（1863円）たこ足コン
セントタップ（2415円）他

25,053

8 イベント費

9

10

159,830

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

項            目

収入の部

合　　　計

支出の部

合　　　計

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

事  業  の  名  称 インクルーシブ八王子　心理支援と地域連携を推進する事業

団     体     名 心理支援サポート　ぴあ

7
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事 業 名 多文化のまち八王子 

団 体 名 つながろう会 Multicultural Japan 

事 業 費 174,476円 補 助 金 額 100,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
強い地域づくりには、多様性を尊重する社会が必要不可欠です。地域コミュニティの希薄化

や住民の多様化により、地域でのつながりや各地域が抱えている問題への対応が難しくなっ

ています。本事業では、支える・支えられる関係を超え、住民同士が支え合う環境づくりを

目的にしています。まず、多世代及び違う文化を持つ住民同士が出会う場を提供し、お互い

を知り、話し合い、認め合い、地域でつながりを持つようにサポートしています。 
内容 
普段会えない住民同士が出会い、お互いに興味を持つためにどなたでも気軽に参加できるイベントや講

座を開催し、つながるきっかけを作ります。そのため、①多文化共生を楽しく体験できるイベント（南

米の料理教室・世界のクリスマス会）の開催；②多文化共生を考えるイベント（多文化共生写真展）の

出展；③外国にルーツを持つ方々が八王子・日本の文化に触れ合う講座（ゆかた着付け・お手玉を体験）

の開催；④外国にルーツを持つ方々へのサポート（ZOOM・リアル）；⑤ゆるい交流会の開催をしてい
ます。その他、他団体等とのネットワーク構築にも力を入れています。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

6 月にグアテマラとブラジル料理教室を実施し、多国籍・多世代の方 24 名が参加し、料理を楽しく作りながら、
交流した。つながろう会のビジョン・ミッションを伝えたら、4名がボランティア会員になった。7月の「まほう
のほうき」様とのコラボ企画で、ブラジル料理を子安地域に住んでいる親子に教え、以降「まほうのほうき」様の

子ども食堂のメニューに加え、参加者からもっと外国のことを知りたいとまた依頼があった。8月の浴衣着付けで
は、予想していなかった日本の方が参加。今更日本人に教えてもらうのは恥ずかしいため、つながろう会のイベン

トの方が気軽に参加でき、楽しく交流ができたと高評価。8月の多文化共生写真展に出展し、ブラジル・グアテマ
ラ・移民について紹介し、中学生・多国籍の方々がお越しいただき、交流できた。うち、ひきこもりしていて、つ

ながろう会をネットで見つけた 2名がきていただいた。「八王子お手玉の会」様が講師になっていただき、お手玉
の魅力を教えていただいた講座では、外国にルーツを持つ親子の他、教えたい・交流したい日本人の方々も参加し、

とても良い交流の場となった。11 月から毎月開催している誰でも参加できるゆるい交流会（子育て・国際交流）
には、つながりたい外国にルーツがある方々の他、国際交流したい・誰かとつながりたい日本の方々、子育てにつ

いてもっと色々知りたい方々、サポートしたい方々などが参加し、みんなの居場所となっている。外国人サポート

では、八王子市内に限らず、色々な地域からサポートなどの支援を受けている。八王子市内では、子育て・教育・

労働関係・生きづらさ・人間関係・医療関係に加え、日本の文化を知りたい・日本でのキャリアづくりについての

相談も多かった。他市からの相談は、生活支援・日常生活・教育・キャリア・子どもが抱えている問題などについ

ての相談があった。学校から相談も数件をいただいた。4月から 3月 24日までの相談件数は 100件を超えた。他
団体からの紹介も数件あった。受けた相談の全てに対応が難しいため、ネットワーク構築に力を入れ、現在、連携

している団体(21)の他、ソーシャルワーカー・心理カウンセラー・日本語講師・看護師などの方々がネットワーク
に加えている。また、つながろう会は困りごと相談会の協力団体となり、これからより広いネットワークができる。 

事業の様子または成果がわかる写真① 事業の様子または成果がわかる写真② 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

「多文化のまち八王子」事業を企画したとき、3 年かけて、少しずつ多文化共生実現のためにきっか
けを作り、外国人のサポートを予定していたが、１年で３年分の目標数字を越えた。活動を始めると、

最初の「料理教室」で思った以上の申込があり、多国籍のイベントとなり、私たちのビジョンと活動

に共感していただいた数名がメンバーになっていただいた。「まほうのほうき」様と「八王子子ども

劇場」とコラボした料理教室とブラジルの紹介で、多くの子供たちと市民に国際理解を深めることが

でき、継続的に協力することとなった。「浴衣着付け教室」と「お手玉の魅力を知る」イベントは、

外国にルーツを持つ市民のために企画したが、半数以上は日本国籍の市民が参加いただいた。理由は

主に 2つ：①日本人で日本の文化をよく知らず、他の講座にでるよりつながろう会の講座が参加しや
すい：②外国の方と友だちになりたいため。両方のイベントでは国際交流もでき、地域で新たなつな

がりが生まれた。「多文化共生写真展」で、グアテマラ、ブラジルと日本ブラジル移民を紹介し、ブ

ラジル音楽と踊りを体験できるようにし、市外の方々も来ていただき、高評価をいただいたため、継

続し、3月にも出展することとなり、多国籍多世代の来場者数も倍以上となった。「ゆるい交流会」で
も、多国籍多文化の方々が参加し、少しずつ参加者数が増えたため、4 月からより広い会場で実施す
ることとなった。つながろう会のことをはちコミねっと・SNS（フェイスブック）と地域情報誌の記
事で知ってもらい、①八王子市外の方々も参加することとなり、協力の輪が広がった；②他団体・自

治会・学校などからの連携の申し出が増え、2024年度にできるだけ応えるように調整している；③生
きづらさを感じていた方々もイベントに参加し、つながりを持つこととなった；④ネットワークに関

わりたい団体・一般市民・グループが増え、国際的多文化共生の枠を超え、障がい者団体・不登校の

子どもを支援している方々・高齢者の居場所づくりなどの団体と連携し、本当の意味の多文化共生が

はじまった。今後、その期待に応えるため、新メンバー育成等に力を入れ、協力の輪をさらに拡大し

たい。 
 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

効果を
表す 
指標 

①コミュニケーションができ

た人数・②協力の輪に参加し

た人数 

本年度 
目標値 

①20人 

②5人 
本年度 
実績値 

①100以上 

②68人 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

計画を提出したときに想像していなかった相談やコラボの依頼が多かっ

たため、計画した内容以上な活動となった。 

その他、評価すべき点等 

外国にルーツを持つ方々の相談に加え、障がい者支援団体・子どもの居

場所を提供する団体・学校などからの相談にも対応。活動が評価され、

八王子市内のいくつかの団体と連携し、団地や地域活動組織からの協力

依頼にも対応。ゆるい交流会に20名以上の多国籍多世代の方々が参加し、
地域情報紙も私たちの活動を掲載していただいた。八王子市外からの相

談等も受けることとなり、より広いネットワークに参加している。 
※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

2023 年度の活動を機に、多くの方々に共感していただき、一緒に活動していただくメンバ
ーが 21 名までに増えた。これからも、多文化共生のまち八王子の実現のために新メンバー
と共につながろう会の活動を続き、より多くの方々につながりを持ち、ゆるい交流会・親子

集いの広場でのボランティア活動・国際理解事業（ワークショップ・意見交換会・セミナー）・

国際交流活動（料理教室・外国と日本の文化の紹介・多言語でお喋り会）・外国にルーツを

持つ方々のサポート（相談対応・多言語での情報発信等）をパワーアップし、協力のネット

ワーク拡大に努める。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

100,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（　　　　　　　　）

参加費 ①6月料理教室：1000円ｘ21人；②10月お手玉講座/体
験：500円ｘ9人；③12月世界のゆく年くる年交流会：1000円ｘ5
人

30,500

4 団体運営費からの繰入金 43,976

5

6

174,476

1 消耗品費 文具；材料費；事務用品など 78,003

2 印刷製本費 チラシ代・パンフレット代 37,319

3 謝礼・報酬 八王子お手玉の会10000円；浴衣着付け5000円 15,000

4 会場借上料・使用料 料理教室；お手玉の講座/体験；ゆく年くる年交流会 21,700

5 通信費 Zoomプロアカウント・他 22,454

6

7

8

9

10

174,476

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

多文化のまち八王子

つながろう会 Multicultural Japan

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部

11
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 シニア食堂の運営 

団 体 名 シニア食堂 

事 業 費 109,571円 補 助 金 額 100,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
外出の機会が極度に減り、社会性を徐々に失っていくことが認知機能の衰えにつながること

から、「食」というテーマのもと、不特定多数の高齢者が１か所に集まり、「同じ釜の飯を食

う」ことにより、社会性を維持してもらい、文化面や運動面でも新たな活動意欲をもっても

らえるようにすることを目的とする。さらに、微力ながら貧困対策の一助ともなりたい。 

内容 
30 名程度の高齢者が月に２回食事することを想定し、レストラン経営・調理経験者(高齢者)
を中心に３～４名程度で、手作りのメニューを提供していく。参加する高齢者からは２００

円/人を頂戴する。新型コロナウイルスの状況にもよるが、できるだけ皆でテーブルを囲んで
一緒に食事できる環境づくりを目指す。 
また、すでに同所で 2021年から開始している良い子食堂(子ども食堂)との食材共同購入など、
コスト軽減に努めるほか、世代間の交流を図るための季節イベントなども実施する。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

令和５年４月から令和６年３月まで、毎月２回のシニア食堂を３０名を対象に開催した。計

２４回のうち、１８回はコロナ禍のためにスーパーの注文弁当やその他の食材を配布し、残

り６回は一部既製品を使用した手作り弁当を提供した。夏には、近くの畑でとれた新鮮野菜

も提供した。 
八王子市防災課から無償提供された災害用備蓄品や、民間から寄贈された食品も随時提供し

た。 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

大多数が独居高齢者であり、団地特有の近所付き合いが少ない状態であったが、シニア食堂

を通じ、それまで顔見知り程度であった高齢者同士が、より親しく言葉を交わすようになっ

た。また、団地内で実施している各種活動、例えば八王子市から助成を受けているサロン活

動、シニアクラブ活動などに新たに参加するきっかけともなり、閉じこもり気味の高齢者が

外に出るようになったという評価も参加者数名から得られた。 
コロナ禍により、弁当配布が中心となってしまったが、それでも弁当を受け取りに来る際に

は、会場で近況を話し合ううちに、病院や通販などの様々な情報交換の場ともなっていった。 
さらに、ボランティアにとっても、奉仕活動は自己研鑽のいい機会となるとともに、比較的

若い年代のボランティアは参加者から高齢化に際し必要となってくる情報や知恵を得るこ

とができた。 
カラオケや運動系テレビゲームなども試験的に実施し、好評を得た。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

 

事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

ボランティアの増員を図ったが、思うようにいかず、サービス低

下を懸念して参加者増を断念した。 
 

効果を
表す 
指標 

参加者数 

 
本年度 
目標値 

40名 
本年度 
実績値 

30名 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

物価高騰やコロナ禍により、当初の見込みより 10％程度多くの経

費がかかったが、民間団体や自治会、参加者および住民から支援

を得ることができ、これを補うことができた。 

その他、評価すべき点等 

食堂開始当初は、参加者の表情は硬かったが、回数が重なるにつ

れ、ボランティアやほかの参加者との交流が増え、ほとんどが笑

顔で来られるようになった。 
 
 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

現在の３０名の参加者をできるだけ増員していきたいが、ボランティア数の問題があり、こ

れを最優先で解決していくとともに、運営資金や飲食物を提供してくれる新たな「支援者」

探しも進めていく。 
参加者からさらなる笑顔をもらえるように、飲食物以外、ソフト面でのちょっとした娯楽な

どの提供も検討していく。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

100,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（参加費）

129,000

4 団体運営費からの繰入金 △ 119,429

5 寄付金

6

109,571

1 消耗品費 食品、ビニール袋など 97,571

2 印刷製本費

3 謝礼・報酬

4 会場借上料・使用料 500円×24日 12,000

5 交通費
別添明細書のとおり
（※明細を添付してください）

6 通信費

7

8

9

10

109,571

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

事  業  の  名  称 シニア食堂の運営

団     体     名 シニア食堂

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

項            目

収入の部

合　　　計

支出の部

合　　　計

15



16 
 

 



17 
 

令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

事業の様子または成果がわかる写真  
 
 
 
 
 
 
 
                                       ↑研究会 
↑→                                       
共同畑                                    ←試食会 
（草生栽培） 
 

事 業 名 自然農法交流事業 

団 体 名 自然農法家庭菜園研究会 

事 業 費 140,990円 補 助 金 額 100,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
①家庭菜園規模で地域性に即した、地域の伝統・固定種および、無農薬栽培が困難とされるが家

庭需要の大きい葉物や果実栽培などの農法研究を、有識者による指導を加えてより深め共有する

こと、②研究内容の共同作業地での実験・実践、③これらの取り組みを通じて、子育て世代や子

ども・孫世代へ知識と実践的経験を伝えながら共に学ぶ交流、④全季を通じて農薬散布や化学合

成薬品・肥料使用等のない畑で子・孫世代も相補的作業をすることで、子どもたちに社会的ルー

ルとともに土壌や植物や虫等を含めた食育と自然的循環の実感を伝えること。 

内容 
①かねてより本団体が研究・実践してきた家庭菜園規模の自然栽培農法と伝統・固定品種の保全

について、八王子市内の無農薬栽培農家等から有識者を招き、地域的特性をふまえた具体的かつ

実践的な指導によって研究を深める活動。→鈴木農園の鈴木講師による講義、質問会、実地指導 

②研究内容の実践・実験としての共同作業。→無農薬耕作地で多世代交流を兼ねた共同作業 

③前述の 2 つの内容をより広くに周知するため、同活動の成果（生産）物などの試食会や畑作業

体験会などを会員外に向けても開催。→農作業のイベント化、収穫物の公開試食会 

 

事
業
の
活
動
実
績 

【鈴木講師による講義・質問会・実地指導】 

於）講義・質問会：市民活動支援センター、現地：片倉の共同畑 

①2023 年 6月 20 日(火)10:00-12:00 参加 8名：講義（堆肥と土づくり、梅雨～夏の作業、連作） 

②2023 年 7月 23 日(日)10:00-12:00 参加 7名：実地指導・質問会（立地に即した栽培、現地の土の性質） 

③2023 年 11 月 14 日(火)10:00-12:00 参加 8名：講義・質問会（肥料、草生栽培、腐葉土、冬の準備） 

④2024 年 1月 28 日(日)10:00-12:00 参加 8名：講義（種と苗、接ぎ木、春からの害虫・獣対策） 

⑤2024 年 3月 20 日(水)10:00-12:00 参加 7名：講義・質問会（化学農薬と自然農薬、土の性質） 

【共同作業】 

・各期の農作業を、非会員の見学・参加者を受け入れて行い、乳児～小学生の子ども、親、高齢世代の交流が実現。 

・草生栽培での栽培（固定種にこだわり、広く栽培される一般品種、限定地域の伝統品種、新品種など）を記録。 

【イベント】 

・2023 年 10 月 6日(金)キュウリ狩り・夏野菜の後始末、同 11月 23 日(木)さつまいも掘り・芋煮会 

・2024 年 2月 18 日(日)11:00-14:00 於）本立寺  公開試食会 非会員 20名、会員 11名参加 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

【鈴木講師による講義・質問・現地指導】 

各回とも多くの参加者より大変満足という感想が寄せられた。まとめると、「無農薬栽培の非常に

具体的な技術を時季に即して学べた」「八王子地域の気候や生態系を踏まえているので、そのまま使

える内容なのがありがたい」「個人的に不明だったことがはっきりした」など。講義中にも毎回たい

へん活発な発言があり、終了後も会場外で質問や議論が続くことがほとんどだった。鈴木講師だけ

でなく、会員が個人的に有していた知識、経験、各種の資料等も共有することができた。 

各回参加人数は「事業の活動実績」参照。そのうち第 1回には見学者2名が参加し、第2回にあ

たる現地指導にも同2名がリピート参加のうえで新会員（2世帯）となった。第 3回には別の見学

者2名が参加し、その後、この2名も新会員（2世帯）となり、魅力が認められたと感じている。 

【共同作業】 

太白（さつまいも）、津久井大豆や青大豆、ノラボウ菜といった地域の伝統・固定種を中心に、新

品種や定番種も栽培し、細かく数えれば 40 品種ほどの栽培記録をとることができた。その中で、

実践的な知識の交換や確認が記録されるとともに、失敗からの学びも多かった。会員各々が「自分

はこれで成功している」経験と方法は情報の宝庫であるが、より普遍的な情報とするための実験栽

培の重要性が実感できた。また、予定外ではあったが新規開墾畑の土づくりから実践ができている。 

非会員の幼児～小学生の参加者からも、とても楽しかったという感想を保護者経由でいただいて

いる。作業をつうじて、狙い通りに各世代の交流も自然に行えた。高齢世代の知識や経験に、子ど

も～親世代の参加者が素直に感心し、頼りにする様子が見られた。子ども同士でも、道具の使い方

や注意を教えあって、作業の中でのコミュニケーションや自発的なルール確認が見て取れた。 

【イベント】 

共同作業の延長として、保存・食という段階にも活動を広げられた。結果として、農作業自体に

は関心が薄い層にも訴求効果があった。子どもも喜ぶ伝統的な調理法などともに、本事業が環境問

題や災害への対策にもつながる活動であること、固定・伝統種保全の重要性にもご理解を頂けた。 

特に公開試食会では 20 名ほどの非会員の参加があった。子連れでの参加がほとんどで、子育て

世帯の自然栽培への関心の高さと、ご家庭の具体的な状況に即したニーズなどもお聞きできた。 
 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ）：共同畑の状況が予定と異なり、種苗確保や作付の

計画にもずれが生じたため、収穫イベントの時期や内容を大きく変更した。またHP作成

は断念し、公開試食会や宣伝（SNS・チラシ作成）計画を加える変更があった。一方で、

こうした変更対応に追われ公開研究会の回数が減るなど根幹事業に影響が出てしまった。 
事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ）：（研究会の代わりに、公開試食会を1回開催。） 

（評議会提言「八王子市内全域に活動を広げるような工夫」には対応不足であった。） 

効果を
表す 
指標 

・会員数の増加と多様化 

・有識者講師の公開研究会回数 

・栽培記録の多様化 

本年度 
目標値 

・会員8(内子育3)世帯 

・研究会６回 

・栽培記録 10種 

本年度 
実績値 

・会員11（3）世帯

・研究会５回 

・栽培記録 30種

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ）：共同畑が未耕作地となったため、堆肥や土壌改良

費用が大幅に増額。また周知宣伝の方法をHP作成から SNSとチラシに変更し、公開試

食会のイベントを加えるなどの大幅な内訳変更があった。その他、畑の立地等を考慮して

貯水設備などの建設は見送り、また、衛生用品のご寄付をいただき、事業内容にご賛同い

ただくことで謝金や会場費も減額、無償などとしていただいて、減額も大きかった。 

その他、評価すべき点等 
①全体として宣伝周知は不足していたが、初めて作成したチラシやSNS発信に反響があ

り、有効な活動周知方法がわかった。②高齢世代会員から複数回、「自分のやってきたこ

とには意義があると思えた」「自己満足にも疑問を感じることがあったが、こんなに子ど

もたちや大勢に喜んでいただけて嬉しい」といった、生きがいにつながる発言も得られた。 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

発見した課題やニーズに対応していくことで、より広い地域の多様な人々に有益な活動を展開した

い。特に以下の点に留意して、本事業の内容（研究会・共同作業・イベント運営）を継続する。 

・「家庭菜園」面の充実。より小規模な庭先、ベランダ、マンションや屋内での「農法」研究。 

・栽培記録をもとにした農法の改善。八王子地域で長期的に楽に栽培可能な品種と方法を研究。 

・プレイパークとの連携。   ・高齢者と子育て世帯以外への訴求。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

100,000

2 その他助成金収入 なし

3 事業による収入 会員費（月額200円） 18,600

4 団体運営費からの繰入金 22,390

5

6

140,990

1 消耗品費

農作業具／被覆資材／堆肥・土壌改良資材（石灰、
腐葉土等）／種苗／機材（事務用品、試食会用使い
捨て食器、アルミホイル等）／食材（試食会用の調
味料、肉類、米、補助野菜等）

109,411

2 印刷製本費 コピー・印刷費 2,757
3 謝礼・報酬 講師謝礼 25,000

切手代 1,092
送料（種苗購入にともなう送料） 2,730

140,990
※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

自然農法交流事業

自然農法家庭菜園研究会

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部

4 通信費
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 はちおうじ市民健康大学 ―高齢者の健康増進・ウィメンズヘルス事業― 

団 体 名 プラチナクラブ  

事 業 費 180,937円 補 助 金 額 90,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 

産後のメンタル疾患による社会活動の制限や地域コミュニティの希薄化による閉じこもり、

新型コロナウイルス感染症の影響による生活様式の変化から中高年の運動機能低下が問題と

なっており、早期から専門職の介入が必要である。本事業では、自身の健康意識の向上や早

期からの障害予防的トレーニングを実践することによる健康寿命の延伸を目的とする。はち

おうじ市民健康大学事業を通じて、新たな人間関係の構築、基礎体力の維持・向上、健康リ

テラシーを向上させることで地域課題を解決することができると考える。 

内容 

市民の誰もが健康に幸せに暮らすために、産後ケアや中高年向けに健康寿命を延ばすための

講座を理学療法士、助産師が中心となり展開する。本事業は産後ケア事業として理学療法士、

助産師により、産後の乳幼児を持つ父母を対象に座学（骨盤ベルトの巻き方、産後のメンタ

ル、子供の運動発達、etc）と腰痛予防の産後トレーニング指導を行う。また高齢者の健康増

進事業として中高年を対象に、理学療法士によるインナーマッスルトレーニングや下肢の筋

力強化を目的とした体操教室や体力測定会を実施する。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

【高齢者事業】 

8回を予定していたが部屋の予約が多く取れたため 20回に増やして実施  

延べ参加人数 247人  2023年 9月に体力測定会を実施 

開催日及び参加人数 

2023年 4月（13名）（13名）・2023年 5月(8名)（8名）（9名）・2023年 6月（10名）（10

名）・2023 年 7 月（12 名）・2023 年 8 月（11 名）（19 名）・2023 年 9 月（17 名）・2023 年

10 月（12 名）・2023 年 11 月（15 名）(15 名)・2023 年 12 月（12 名）（11 名）・2024 年 1

月（15名）（14名）・2024年 2月（15名）・2024年 3月（8名） 

 

【産後ケア事業】※安全面に配慮するため保育士を 2〜3名配置し保険にも加入して行った。 

予定通り 3回実施 

延べ参加人数 8人 

各回で産後ロコモ評価を実施 

事業の様子または成果がわかる写真① 

 

事業の様子または成果がわかる写真② 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

【高齢者事業】 

参加人数は目標達成し、転倒などの事故もなく安全に実施した。 

体力測定会では、握力、歩行速度、ロコモ度チェック、注意機能評価などを実施した。 

次年度は今回の結果を維持できるように運動プログラムをブラッシュアップして行い来年

度も同様の測定会を開催する予定である。 

【産後ケア事業】 

人数は目標未到達 

要因として申し込み数に対して当日キャンセルが毎回 2〜3件あった。 

参加者の半数がロコモに該当した。握力は平均 23kgとスポーツ庁が報告している 30代女性

の平均値 28〜29kg を下回る結果となった。片足立位時間も 30 秒に未満の参加者も２名お

り、産後の機能低下が影響している可能性がある。 

 

事業全体としては目標人数達成した。 

高齢者事業の参加者の多くはリピーターであり、今後も参加継続の意思あり 

定期的に新規募集を行い会員数の増加を図る 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

高齢者事業は部屋の予約が多く取れたため当初よりも増やし 20回実施し

た。また体力測定を終日開催としていたが他の日に分散して実施回数を

増やした。 

産後ケアは事故なく予定通り実施できた。3回目の講座はリピーターの参

加もあった。 

事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 

（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

実施回数も多く開催でき参加者は大きな増減なく安定して確保できてい

た。次年度は質にこだわり運動の成果を上げることを目標に行っていく。 

 

効果を
表す 
指標 

参加人数 事業全体で 154人 

開催場所 市内１箇所 本年度 
目標値 

健康増進 

延べ 130人 

産後ケア 

延べ 24人 

本年度 
実績値 

健康増進 

延べ 247人 

産後ケア 

延べ 8人 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 

主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

企画していた内容は十分できたと思う。広告宣伝費や講師、補助スタッ

フが少なかったため謝礼・報酬額が予定よりも少ない額であった。 

また購入備品も予定よりも安価なものを購入したため残額があった。 

その他、評価すべき点等 

 

 

 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

現在は有志団体として活動しているが、将来的には法人化して活動を継続していきたい。そ

のため、多くの専門職と様々な企画を行い人材の確保や集客を行う。価格についてもターゲ

ット層を明確にし、自立運営可能な価格設定にする予定である。 

 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

130,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（　　　　　　　　）

参加費：1人500円
【高齢者事業】=123,500
2024年4月（13名）（13名）＝13,000
2023年5月（8名）(8名)（9名）=12,500
2023年6月（10名）（10名）＝10,000
2023年7月 （12名）　　　　=6,000
203年8月  （11名）（19名）=15,000
2023年9月 （17名）　　　　=8,500
2023年10月（12名）　　　 =6,000
2023年11月（15名）(15名)=15,000
2023年12月（12名）（11名）=11,500
2024年1月 （15名）（14名）=14,500
2024年2月 （15名）=7,500
2024年3月（8名）＝4,000
【産後ケア事業】=4,000
2023年9月 （1名）
2023年11月（6名）
2024年1月 （1名）

127,500

4 団体運営費からの繰入金 △76,563

180,937

1 会場借上料・使用料
クリエイトホール
レクリエーション室　3500円×23回分 80,500

2 謝礼・報酬 保育士15,000　理学療法士補助3,000　栄養士4,000 22,000

3 印刷製本費 カラーコピー代 12,300

4 備品購入費 血圧計・握力計・マット 39,155

5 消耗品費 コピー用紙・インク・除菌シート 7,982

6 駐車場代 産後ケア物品運搬駐車場代 2,200

7 保険 産後ケア保険代 10,000

8 交通費 別添明細書の通り 6,800

180,937

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

はちおうじ市民健康大学　―高齢者の健康増進・ウィメンズヘルス事業―

プラチナクラブ

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 子育てを絵本で豊かに 

団 体 名 八王子子ども文庫連絡協議会 

事 業 費 111,457円 補 助 金 額 54,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
子ども文庫の活動を子育て支援につなげる。 
子どもたちを取り巻く環境の変化により、小学生は放課後に図書館や文庫に来ることが少な

くなっている。共働き家庭も増え、家族で本を楽しむ時間もなかなか持てないのではないかと

考え、イベントを通して本に親しみ、また家族が本の世界を共有して豊かな時間を過ごすこと

で、子どもたちに豊かな感性を育てることと、親の世代にも豊かな時間を提供する。 

内容 
セレオ八王子を会場として人形劇と読み聞かせの会を３回実施 
（8月・11月・3月） 
中央図書館を会場として絵本作家のこばようこさんとおだしんいちろうさんによる絵本作り

のワークショップ（7月） 
いずれも親子参加を優先した。 
子ども文庫の仲間がおすすめする本のリスト配布。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

7/22絵本ワークショップ 講師：こばようこさん・おだしんいちろうさん 
            会場：中央図書館／参加者数：大人 18、子ども 19 
 
セレオお話会 
（人形劇団くるるによる人形劇・絵本の読み聞かせ・紙芝居・工作物とリストの配布）） 
参加者数：8/18  大人 18、子ども 18・11/04 大人 14、子ども 10 

3/31  大人 16、子ども 8 
 
ワークショップはほぼ親子連れだったが、セレオでのお話会は親子連れと中高年の参加が多

かった。お土産の工作やおすすめリストは子ども、親子向けに用意していたが、「孫にもあげ

たい」という高齢者も多かった。 

事業の様子または成果がわかる写真① 
セレオお話会 8/18 
右：配布したリスト 

事業の様子または成果がわかる写真② 
絵本 
ワークショップ 

 
 
 
 
 
 

7/22 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

親子（大人と子ども）一緒に楽しめるイベントを実施。 
セレオでのお話会では店内アナウンスなども協力していただき多くの親子連れに足を止

めてもらうことができた。参加した方へのお土産に、文庫の工作物とおすすめ本リストを配

ったことで、「リストが参考になる」「うちの近くにも文庫があるの？」などと声をかけてく

れる方も出てきた。 
絵本ワークショップは夏休みのはじめに実施したことで多くの申し込みをいただき、キャ

ンセル待ちが出るなど、対象学齢以下のお子さんも受け入れることになった。大人も子ども

も夢中になって作業をする様子に、このような体験が子育て支援に一役買っていると実感で

きた。 
またありますか？という小学生もあり、本への興味だけではなく親子で楽しめるイベント

として当初の目的を果たしたといえる。どのイベントも、大人の方が楽しむ姿が印象的で、

眠っている赤ちゃんを抱いて紙芝居に見入る姿や、人形劇に拍手をしてくださる高齢者、絵

本作りには「大人一人ですが参加できますか」など、子育て支援以上の成果があったと思う。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

セレオお話会は有隣堂セレオ八王子店の協力で会場を確保しているため、春のお話会は実

施できなかった。（4回の予定が 3回になった） 

事業の実施によって、期

待した効果をあげること

ができた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができ

た） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

親子の組数を明確に出せないが、参加人数でほぼ達成できたと考える。 

 

効果を
表す 
指標 

イベントごとの 

親子参加の組数（4回実施） 
本年度 
目標値 

15組 
本年度 
実績値 

（平均して１回

につき大人 16・子
ども 14名） 
15組 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

ワークショップで使う材料の多くを講師の方が自前で用意してくださっ

たこと、おすすめリストがネット印刷で予定より安くできたこともあり、

お話会で必須の紙芝居舞台を購入した。 

その他、評価すべき点等 

セレオでのお話会の成果として、このことがくまざわ書店オクトーレ店

店長の耳に入ったそうで、活動の場が広がりそうである。「本を楽しむ」

ことの広がりに繋がった。 
 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

文庫連は個々の文庫が地域で行う活動が主であるが、助成金を生かして「連絡会」としての

イベントを行うことで文庫活動の地域への周知に繋がった。今後も事業拡大よりは地道な活

動を継続していきたい。不特定多数への働きかけにも努め、子どもたちと本で豊かな時間を

過ごす楽しみを広げる活動を行う。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

54,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（　　　　　　　　）

4 団体運営費からの繰入金 57,457

6

111,457

1 消耗品費
工作材料(折り紙、色画用紙、dodoheeステッカー、アクリルガッ
シュ、はさみ、プロッキー、木工用ボンド),プリンターインク代
（3300円）

11,001

2 印刷製本費 チラシ印刷（1020円）、資料印刷(90円) 1,110

3 印刷製本費 おすすめリスト作成（13570円） 13,570

4 謝礼・報酬
こばようこさん・おだしんいちろうさん各１５０００円
人形劇団くるる一回の公演に10,000×３回

60,000

5 会場借上料・使用料 なし（中央図書館、セレオ八王子）

6 交通費
別添明細書のとおり。（9356円） 9,356

7 備品購入費 紙芝居舞台（12650円） 12,650

8 駐車場代 駐車場代（3500円） 3,500

9 手数料 リストプリントパック、コンビニ決済手数料 270

111,457

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

子育てを絵本で豊かに

八王子子ども文庫連絡協議会

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 第３１回 八王子人形劇まつり 

団 体 名 八王子人形劇まつり連合会 

事 業 費 137,363円 補 助 金 額 50,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 
・八王子市内の各地域で活動するアマチュア人形劇団（中央大学「しゃぼん玉」・創価大学児

童文化研究部の「パネルシアターやおやさん」「人形劇団フォレスト」・人形劇団「くるる」「こ

んぶ座」の４団体）とプロの劇団「トモキチ笑劇場」客演による子ども達のための人形劇公演。 
・会場：北野市民センター 
・日時：2023年 6月 18日 
    開場 12：45 開演 13：00 

内容 
・八王子で活動するアマチュア人形劇団の交流の場であり、技術の向上のために必要な事業

である。 
・映像で見るお話や携帯などに慣れている子ども達が多い中で、生の人形劇に触れる機会は

少なく、また遠方まで出かける負担は大きい。八王子市内で身近に楽しいお話に触れることが

できるのは有意義なことであると考えている。  

事
業
の
活
動
実
績 

【第 31回 八王子人形劇まつり】 
会場：北野市民センター ホール 
日時：2023年 6月 18日 開場 12：40 上演時間 13：00～15：50 
演目： 
１「不思議なみかんの木」創価大学児童文化研究部 パネルシアターやおやさん 
 （13：02～13：23） 
２「ゴールへジャンプ」 創価大学児童文化研究部 人形劇団フォレスト 
 （13：30～13：45） 
３「ふしぎなネコとリンゴ」 中央大学人形劇サークルしゃぼん玉 （13：51～14：16） 
４「どうぞのいす」 人形劇団くるる              （14：23～14：41） 
５「オーちゃんのぼうけん」 こんぶ座             （14：47～15：06） 
６「フックとピーターパンの愉快な戦い」 トモキチ笑劇場    （15：12～15：50） 
参加団体：６   参加人数：３９名 

事業の様子または成果がわかる写真① 事業の様子または成果がわかる写真②
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事
業
の
成
果
・
効
果 

・観客数：１８４名 
目標観客数 80名の 2倍以上の数となり、宣伝活動（ポスター・チラシ）の効果がみられた。
アンケートの結果より、特に「幼稚園・保育園」に設置したポスターやチラシで本公演を知

った人が多いことが分かった。 
・プロの劇団「トモキチ笑劇場」による講評 
公演後、プロの劇団による講評を通して、自分の団体のみでは考えの及ばなかった指摘・改

善点などのアドバイスを受けた。他の団体との交流を含め、今後の技術の向上をはかる機会

となった。 
（アンケートでの声） 
「無料で楽しめて、子どもと来れて良かったです。」 
「観客に呼びかけて一緒に参加する場面などは楽しんでいたようです。」 
「演目は 15分程度でテンポが良い内容のものがいい。」 
「小さい子ども達が元気な時間（午前中）の開演がいい気がします。」 
【まとめ】 
良かった点：想定より多くの人が本公演に来てくれた。また、生の人形劇でしか体験できな

い、舞台と子ども達との掛け合いを楽しむ声が多かったことに事業の目的の達成を感じた。

さらに本公演を通して参加団体の交流が深まり、技術の向上につながった。 
今後の課題：事前の人数把握。また、開演時間・実施時間など子ども達が楽しめる時間設定

の模索。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

事業の実施によって、期

待した効果をあげること

ができた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができ

た） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

効果を
表す 
指標 

その年の会場の客席数によ

り、観客数は想定できないが、

団体で決めた観客数の割合を

出す 

本年度 
目標値 

北野市民セ

ンタ―客席

数 297 席の
うち 80名 

本年度 
実績値 

184名 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

トモキチ笑劇場さんの謝礼が音響機材をお借りしなかった為予定

予算より少なくなった。印刷製本代や通信費・駐車料金、予定外に

かかった費用があった。 

その他、評価すべき点等 
市民企画事業補助金を受けるにあたり、団体同士がコミュニケー

ションを取り合ったことで交流がより深まり、人形劇団活動への

モチベーションが高まった。 
※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

参加団体を増やす。 
一つ一つの団体のメンバーを増やす。 
公演の内容の充実度を高める。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

50,000

2 その他助成金収入

3
事業による収入
（　　　　　　　　）

4 団体運営費からの繰入金
4団体からの参加費（22,500円*4） 90,000

5 団体運営費からの繰入金 △ 2,637

6

137,363

1 消耗品費
郵送用ラベル（110円）ボードマーカー（110円）封筒（2,200円）
模造紙（330円）仮止めテープ（110円）のし袋（110円）鉛筆削り
（110）

3,080

2 印刷製本費
チラシ製作費（8,770円）ポスター製作費（1,580円）挨拶
状コピー（480円）コピー代（60円）アンケート用紙製作費
（485円）

11,375

3 謝礼・報酬 トモキチ笑劇場謝礼 30,000

4 会場借上料・使用料
6/17ホール使用料（5,400円）6/18ホール使用料午前（2,700円）午後
（5,400円）会議室午前（450円）午後（600円）和室1午前（750円）午後
（1,000円）和室2午前（450円）午後（600円）

17,350

5 交通費
別添明細書のとおり
（※明細を添付してください）

51,868

6 通信費 レターパック（520円）郵送料（250円＊65＝16,250円） 16,770

7 駐車場費 6/17（合計3,600円）6/18（合計3,320円） 6,920

8

9

10

137,363

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

第３１回　八王子人形劇まつり

八王子人形劇まつり連合会

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 ワーカフェ─学びを支え多様性溢れる地域へ 

団 体 名 一般社団法人子ども食堂カフェ北野 

事 業 費 1,114,240円 補 助 金 額   500,000円 

 

業
の
目
的
・
内
容 

目的 

当団体のある地区には大手企業の工場で働く外国人が多く居住し近隣学校にはその子女が通

学するほか市内で唯一の国際日本語学級が設置され、国際色豊かな地域となっている。一方

でそれら海外ルーツの子どもたちへの教育は、特に受験期の学習において遅れが目立ち、日

本社会で活躍できる人材を育成しきれていない。海外ルーツの子どもたちの他、不登校の子

など、社会から取り残されがちな子どもたちに地域が学習機会を提供して見守り、多様性溢

れ活力ある地域社会の構築を実現する。 

内容 

学校の授業が理解できない、または授業を受けていない小中高校生を対象に、週 2 回、基礎

的な授業内容を中心に学習機会を提供する無料塾および自習室を開催する。教えるのはメイ

ンが高校生と大学生の有償ボランティアで、塾講師や教員経験者ら地域のボランティアがそ

れを支え指導する。学習支援を受ける子どもたちへのサポートの他、それを支援する高等学

校以上のボランティアに対して、活動協力を有償化することで責任感と少なくはあるが収入

面でのサポートにも寄与する。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

令和 5 年 4 月から、毎週 2 回（火・木）の夕方 15:30〜19:00（実際には子どもたちは 15:00

頃に来て 19:30 頃帰っていくことが多かった）の間、子ども食堂および隣接するビルの 2 階

の別館を開放して、「ワーカフェ（Work & Cafe=食＋学び）」を実施した。 

2023年４月〜2024年 3月までの開催回数は計 80回、小学生〜大学生までのこども・若者た

ち 2078名（延べ数）がワーカフェに参加した。 

子どもたちは宿題や課題を持って子ども食堂または別館まで来て、常駐する学生が見守る中

学習をした。途中お腹が空いたら手作りの食事を食べ、また学習に戻る姿も見られた。中に

は食事があることが、来場の動機になっているケースも多々見られた。また別館では問題集

やオンライン学習教材を使って自主的学習をサポートした。 

支援者の学生は、最初は少なく大人が勉強を見ることが多かったが、後半週に 1 回など定期

的に来る方が増えて、活動が定着しつつある。これによって、裨益者である子どもたちの数

も安定してきた。 

事業の様子または成果がわかる写真① 事業の様子または成果がわかる写真② 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

2023 年４月より、週に２回、１度も欠かさず「ワーカフェ」を開催することができた。※

但し、長期休み中については、食堂で朝食と昼食を提供する合間の時間帯を「自習室」とし

て開放した（これについては「ワーカフェ」としてカウントしていない）。 

開設当初は 10人程度と利用者が少なかったが、計 80回の開催で、結果的に 2000人を超え

る子どもたちがワーカフェに来て、学習し、食事をした（平均 25人/回）。 

当初予定していた、学習の遅延を解消する、という目的については、なかなか目に見える成

果になるには難しいが、メインターゲットとしている外国籍の子どもたちが、毎週必ずワー

カフェに来てくれるようになったことは、勉強を忌避する状態から、勉強に対してポジティ

ブに捉えるようになったと評価していいだろうと思う。これは食堂という食べ物がある場所

で学習支援をしたことによる効果も入っていると考えることができる。 

また、中には不登校気味の子が数人来ていたが、欠席することで授業の遅れが気になり、ま

すます学校に行きにくいという状況だったのが、ワーカフェに来て学生さんたちに勉強を教

えてもらううちに、少しずつ（特に算数）できる自信が付いてきて、学校に久しぶりに行っ

たときに「学校の勉強が分かったよ！」と元気に報告してくれたことがあった。この時は学

生さんも嬉しそうだった。その後その子は、少しずつ学校に行き始めた。 

学力の向上、という形での成果は顕著に見えなかったが、「学ぶ」習慣を定着させ、学ぶこ

とのハードルを下げ、主体的に学び取ろうとする姿勢を得たことは、これからの道を進む子

どもたちにとって大きな成果になっただろう。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ○2  概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

 

事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 

（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ○2  概ねできた ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 

主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

学びに対して大きな忌避感を持っており、励まして、楽しませて、やっと子ども食堂に来

る習慣を付けることができた。今後に期待する。 

 

効果を
表す 
指標 

 

来場と学習のリピート率 

本年度 
目標値 

 

利用者の 80% 

本年度 
実績値 

 

利用者の 85% 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ○2  多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 

主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

消耗品費について、子どもたちが持ってきた教材（教科書）や文具を活

用したため、あまり使わなかったことや、近くに住んでいる学生さんが

ボランティアに入ったため、交通費をあまり使わなかったため。 

その他、評価すべき点等 

これまで勉強が嫌いで苦手意識が強かった子どもたちが、定期的に勉強

に来るようになったことは、大きな成果である。また、地域に出て、身

近な大人や学生さんに頼ることを知ったことも、成果と言えるだろう。 

※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業

展
開 

今後は、地域の方の支援（サポーター制度）を得て、継続的な自主事業として展開していく

予定である。 

補助金頼みの事業では、補助金がなくなったときに子どもたちが不利益を被るので、今のう

ちに自走する仕組みを整えるよう計画している。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

500,000

2 その他助成金収入 民間団体からの出資 614,240

3
事業による収入
（　　　　　　　　）

学習支援事業には支援なし

4 団体運営費からの繰入金 助成金収入があったため、繰り入れなし

5

6

1,114,240

1 消耗品費
文具・教材　※予算書にあったコロナ対策費は食堂

予算で賄った
27,607

2 印刷製本費 チラシやポップ制作・印刷費として 61,860

3 謝礼・報酬 ボランティアへの謝金/交通費 667,614

4 会場借上料・使用料
施設賃料：別館月10万※このうち、週２回開催したので、
2/7を充てる。

342,857

5 交通費
別添明細書のとおり
（※明細を添付してください）

14,302

6 通信費

7

8

9

10

1,114,240

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

ワーカフェ─学びを支え多様性溢れる地域へ

一般社団法人子ども食堂カフェ北野

合　　　計

合　　　計

事  業  の  名  称

団     体     名

収入の部

項            目

支出の部
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令和 5年度（2023年度）  市民企画事業補助金 交付事業成果報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 名 八王子十五宿めぐり絵図＆大久保長安スタンプラリー 

団 体 名 大久保長安の会 

事 業 費           465,161円 補 助 金 額 200,000円 

 

事
業
の
目
的
・
内
容 

目的 江戸時代の代官・大久保長安は八王子の町の基礎をつくった大立者である一方、死後

にお家が断絶されるという悲劇ゆえか、あまり市民に浸透していない。石見銀山、佐渡金山、

伊豆の金銀山の開発など、江戸幕府創成期の財政安定化に貢献しただけでなく、年貢の減免

や高尾山竹木伐採禁止のお触れといった、庶民に寄り添う民政に尽力した傑物でもあった。

こうした側面を市民に知ってもらい、八王子の町に対してより愛着を持ってもらうと同時に、

コロナによって人通りが減ってしまった中心市街地に、スタンプラリーや町歩きを通じて人

通りの復活をもたらす。 

内容 大久保長安によって基礎がつくられた八王子の中心市街地には、当時の八王子十五宿

の名前がいくつも残る。それら宿の役割や大久保長安の活躍について紹介する、「新編武蔵風

土記稿」掲載の墨絵のような現代版絵図を作成。同時に絵図の裏面で十五宿をそぞろ歩ける

スタンプラリーを実施。ラリーは手始めに、宿に該当する地域内のお店や寺社など 10か所と
する。時期は産千代稲荷神社で長安祭が開催される４月後半の３日間とし、記念品を産千代

稲荷神社で受け取れるようにする。なお、2023年は長安没後 410年の節目でもあるため、そ
の記念イベントとする。その後、絵図を使用した町歩きを企画する。 

 

事
業
の
活
動
実
績 

・「大久保長安スタンプラリー」は４月 23 日の「長安祭」を含め 21 日～23 日の３日間とし
た。ラリーに参加した市民は 300名を超える盛況となった。スタンプ設置場所は 10か所、協
賛くださった店舗・寺社は全部で８か所だった。 
・６月 17日に第１回目の町歩きを実施（八王子宿の東側方面）。50名弱の参加を得た。 
・２回目の町歩き（八王子宿の西側方面）は２回に分けて実施（９月 30日と 10月 15日）。
９月の参加者は 26名、10月の申込者は 30名と盛況だった。 
・11 月４日と５日の「日本遺産フェスティバル」に会としてブースを出展。同時に町歩きを
実施して、市の内外から集まった方たちに大久保長安の名を知ってもらう機会とした。 
・３回目の町歩き（八王子宿の南側方面）は 2024年３月９日に実施。参加者は 30名。リピ
ーターも多く、町歩きはすっかり定着した印象。町歩き後のレクチャーの際に、「高尾山とん

とんむかし語り部の会」の方たちとコラボし、参加者に八王子に残る昔話の語りを楽しんで

もらった。 

スタンプラリーの様子 

 

町歩きの様子 
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事
業
の
成
果
・
効
果 

・大久保長安スタンプラリー 
 実施期間３日間は快晴となり、参加者は予想をはるかに上回る 300名を超える盛況ぶりと
なった。参加者からは、「長安の町づくりの一端に触れられた」「歴史的な見どころがこんな

にあるとは知らなかった」「八王子がもっと好きになった」という声が聞かれた。郷土への

愛着の醸成に多少なりとも成功したといえよう。加えて、「いろんなお店があると知った」「い

ままで通り過ぎていた名所旧跡を改めて知りたいと思った」「八王子の町を見直した」とい

う声もあり、市民が町の魅力を再発見する契機ともなった。スタンプラリー参加店舗・寺社

からは「次回もぜひ」という声を多数いただいている。ラリー期間中の売り上げが上がった

というお店もあったほど。また、「うちも参加してみたい」と、次回のスタンプ設置場所に

名乗りを挙げるお店も出てきた。スタンプの設置場所を毎年少しずつ変更することで、いく

つものバリエーションをもたらせられる利点があり、本事業の可能性の大きさに気づかされ

た。 
・３回の町歩き 
 １回目は東方面、２回目は西方面、３回目を南方面と設定し、中心市街地の歴史的な見ど

ころを過不足なく巡る機会とした。町を点で見るのではなく、それらをつないで、線や面と

して眺める視点を、多くの市民と共有できた。加えて、シルバー世代にとってはフレイル予

防にもつながった。町歩き前には会のスタッフで実踏を行ったが、その際に訪問先で新たな

知見を得る機会があり、当会としても歴史的な研究を深めるきっかけとなった。 

 

自
己
評
価 

事業は申請どおり実施で

きた 

１できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

 

事業の実施によって、期待

した効果をあげることが

できた 
（応募申込時に掲げた本年度の

目標値を達成することができた） 

１ できた  ２ 概ねできた  ３ あまりできなかった  ４ ほとんどできなかった 
主な理由（３、４と答えた場合のみ） 

 

 

効果を
表す 
指標 

スタンプラリー台紙の配布枚

数と参加人数 
本年度 
目標値 

台紙4000枚 

人数 100名 
本年度 
実績値 

台紙 3000枚 

人数 300名 

実施計画書と実績報告書

の活動費の内訳について 

１ ほとんど同じ  ２ 多少の変更があった  ３ 大幅に変更している 
主な理由（２、３と答えた場合のみ） 

 

その他、評価すべき点等 

３回目の町歩き後に「高尾山とんとんむかし語り部の会」とコラボした。

語り部の会が収集している昔話には大久保長安に関連するものもある。

そうした地域の宝を、同じ志を持つ会同士で共有し、市民に提供できた

点は今後につながる。参加者の評判もとてもよかった。 
※ 自己評価の欄は、番号に○を付けてください。評価は、客観的自己診断です。 

今
後
の
事
業
展
開 

江戸期と現代を融合させた「八王子十五宿めぐり絵図」は今後も使用し、スタンプラリー部

分は、十五宿＋周辺の村などを巻き込んでいく。毎年、決まった期間（４月）に開催する町

の風物詩となるように努める。また、年間を通じて町歩きイベントや講座を実施して、次年

度以降の制作費（主に編集費と印刷費）を調達する。また、スタンプラリー内に広告枠を設

け、これを事業資金に充当する。そうして活動を持続させていくことで、八王子の歴史を見

つめなおす市民を増やしていき、街中に人通りを生み出せるように努力する。 



内 容 ・ 内 訳 決　算　額 （円）

1
市民企画事業補助金
(今回使用額)

200,000

2 その他助成金収入 なし

3 事業による収入
絵図裏面に入れる協賛広告、町歩きなどのイベント参加
費など（別添明細書のとおり）

238,440

4 団体運営費からの繰入金 これまでの町歩きなどイベントでの収入や寄付金 14,117

5 寄付金収入 12,604

6

465,161

1 消耗品費
スタンプ、スタンプ台、消毒液など
（別添明細書のとおり）

57,057

2 印刷製本費
絵図とスタンプラリー面の版下制作と印刷と折り加工
（別添明細書のとおり）チラシレジメなどのコピー代

117,200

3 謝礼・報酬 絵図製作者への謝礼（別添明細書のとおり） 40,000

4 会場借上料・使用料
会議、講演会、町歩き後のレクチャー、反省会など
（別添明細書のとおり）

78,880

5 謝礼（交通費相当）
スタッフのイベント参加時の交通費など
（別添明細書のとおり）

33,000

6 通信費
イベント告知のための文書通信費
（別添明細書のとおり）

5,785

7 広告版下製作費
スタンプラリー協賛店舗などの広告版下制作費
（別添明細書のとおり）

10,000

8 備品購入
スタンプラリー用にスタンプ捺印の時の台、メガフォン等
（別添明細書のとおり）

4,932

9 景品代
缶バッジなどの制作代金
（別添明細書のとおり）

113,200

10 保険料 町歩きイベント参加者の傷害保険料 4,307

11 駐車場代 イベント開催時の荷物搬入の為 800

465,161

市民企画事業補助金交付事業収支決算書

事  業  の  名  称 八王子十五宿めぐり地図＆大久保長安スタンプラリー

団     体     名 大久保長安の会

項            目

収入の部

合　　　計

支出の部

※　あらかじめ記載してある項目以外に、事業に関わるものがあれば全て記載してください。
※　領収書等、事業に関わる支払を証明する書類の写しを必ず添付してください。

合         計

39



40 
 

 



氏　名 住  所 電話番号

心理支援サポート　ぴあ 羽田　冨貴子 羽田　冨貴子 八王子市明神町 080-3531-6187

つながろう会　Multicultural Japan 力石　マルシア 力石　マルシア 八王子市八日町 080-7992-1407

シニア食堂 柳澤　重男 柳澤　重男 八王子市南大沢 090-7709-6159

自然農法家庭菜園研究会 見田　仁子 見田　仁子 八王子市緑町 080-5425-1688

プラチナクラブ 須藤　大輔 須藤　大輔 八王子市七国 090-7724-5493

八王子子ども文庫連絡協議会 大橋　道代 大橋　道代 八王子市北野台 042-636-7769

八王子人形劇まつり連合会 宮永　みゆき 宮永　みゆき 八王子市寺田町 080-3098-8744

一般社団法人子ども食堂カフェ北野 青木　莊治 青木　徹矢 八王子市北野町 090-5202-5986

大久保長安の会 鈴木　泰 山﨑　領太郎 八王子市中野上町 090-8494-7532

B
 
事
 
業
 
実
 
施
 
部
 
門

A
　
活
　
動
　
支
　
援
　
部
　
門

区分 団　体　名 代表者名
連絡責任者

５ 交付団体連絡先一覧
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